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質 問 表（荒茶加⼯施設） 
 この質問表は、茶の生産者で自分で荒茶加工を行っている場合に記載してください。工場が、自己所

有、組合などでの共同経営、借用など、いずれの場合も使用している荒茶工場について記入をお願いし

ます。グループ申請でそれぞれの生産者が所持している場合は、生産者ごとに記入してください。 

 

事業者名もしくは生産者名                            

 

荒茶工場名                       

 

荒茶工場住所                                       

                           特定非営利活動法人日本有機農業生産団体中央会 

                           電話 03-5812-8055 ﾌｧｯｸｽ 03-5812-7370 

 

 

Ⅰ、施設の概況 
 

１、以下の項目にお答えください 

稼動開始年月               年     月 

施設の規模   床面積       ㎡     荒茶の製造ラインの数        本 

作業人員数        （          人） 

経営の形態         個人ないし単独法人経営  生産組合ないし共同法人経営 

施設は有機茶専用か、慣行･特別栽培茶と併用か 

          イ、有機茶専用    ロ、併用 

 

 

２、生産量及び有機的管理の茶のしめる位置（数量の単位を明記してください。金額の記入の必要はあ

りません） 

栽培区分 年間荒茶生産数量（ｋｇ） 

有機認証を受けていないが有機管理

を行っている茶 

 

特別栽培  

慣行栽培  

合計  

合計生産量における有機管理を行っている茶の割合       ％ 
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Ⅱ、原材料の確認 
１、搬入される原料茶葉は、有機栽培と慣行、特別栽培で明確に区分されていますか。 

イ、はい（方法は                               ） 

ロ、いいえ   ハ、現在はまだ区別していないが、今後区別する予定 

２、原料茶葉の検品専任担当者は、いますか 

イ、はい   ロ、いいえ 

３、圃場の緩衝帯が必要な場合、そこでの生産茶葉は区別できますか。 

イ、はい（方法                                ） 

ロ、いいえ 

  ハ、緩衝帯が必要かどうか、不明 

  二、自分では、緩衝帯は必要ないと判断している 

 

＊緩衝帯とは 

 隣の慣行栽培圃場から農薬などの飛散を受けるため作物を有機としては扱わないようにするエ

リア。このことによって有機圃場から使用禁止資材の影響を除外する。 

Ⅲ、荒茶加⼯ 

１、荒茶加工が有機栽培茶と慣行・特別栽培茶の併用施設の場合、区分はどのようにおこなっています

か。 

イ、まったく別の生産ラインである 

ロ、作業する日をわけている         ホ、今後作業日をわける予定 

ハ、作業する時間をわけている        ヘ、今後時間をわける予定 

ニ、特に区分していない 

  

 ＊併用施設とは 

  有機生産された茶葉と非有機生産の茶葉の両方を取り扱う施設。 

 

２、併用施設の場合、有機の製造前のラインの清掃はどうしますか。 

イ、清掃ポイントを整理し、マニュアルを定め、マニュアルにしたがって行う予定 

       ＊この場合、マニュアルを添付してください。 

ロ、ざっと見て、残留がある場合のみ清掃する 

ハ、品種が同じであれば特に清掃しない 

ニ、その他（                                 ） 

３、蒸し工程で使用する水 

イ、水道水を使用 

ロ、井戸水を使用（この場合水質検査表を添付のこと） 

ハ、その他（この場合水質検査表を添付のこと） 
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４、給水設備の能力 

イ、時間あたりの給水能力（ 毎時           ｋｌ） 

ロ、給水設備の能力を自己評価してください 

  まだ余力はある    ちょうど良い      やや不足気味である 

５、添加物の使用 

5.1 グルタミン酸などアミノ酸等の添加物の使用をありますか。 

ない ある（                          ） 

5.2 着色料の使用はありますか 

ない ある（                          ） 

６、ボイラーに清缶剤を使用していますか。 

イ、はい（薬剤名                               ） 

ロ、いいえ 

７、ラインの機械に使用している機械油はなんですか。 

  イ、食品機械用（                               ） 

  ロ、特に食品機械用ではない（                         ） 

９、荒茶製造ラインの各工程の設備の区分管理や清掃方法について実施していることを記載。生産行程

管理規則に詳細が決まっている場合は、記載の必要なし。 

工程 工程内の機械及び有機製造前の清掃・洗浄の実施方法 

生葉受入工程 

 

 

 

 

 

 

蒸し工程 

 

 

 

 

 

 

葉打ち工程 

 

 

 

 

 

 

粗揉工程 

 

 

 

 

 

 

揉捻工程 
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中揉工程 

 

 

 

 

 

 

精揉工程 

 

 

 

 

 

 

乾燥工程 

 

 

 

 

 

 

合組工程  

 

 

 

 

１０、ラインの清掃チェックの記録表の準備はできていますか。 

  いる（この場合は、生産行程管理規則に添付のこと） 

  いない 

 

１１、設備の清掃に使用する用具はなんですか 

  ヘチマ  ゴムタイヤ 

  その他（                                   ） 

 

Ⅳ、防⾍・防⿏対策 
１、荒茶工場内での防虫・防鼠対策はどうしていますか。薬剤の使用がある場合、薬剤名を書いてくだ

さい。 

 イ、特に何もしていない 

 ロ、粘着シートを利用している 

 ハ、薬剤を使用している 

   （使用薬剤名                                  ） 

２、工場の周辺の虫やネズミの発生源対策はどうしていますか。 
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Ⅴ、記録と記録の管理 
1、所持している記録の種類と目的 

種類（記録の名称） 目的 種類（記録の名称） 目的 

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

２、記録のサンプル 

前項の記録のサンプルを添付してください。各記録とも記載内容がわかる範囲でけっこうです。なお、

申請にあたって、新しい記録帳票ができている場合は、生産行程管理規則にそれを添付してください。 

 

 

Ⅵ、出荷する荒茶の表示 

１、出荷時の荷物の表示 

1.1 現在の表示（記載内容をそのまま転記もしくはラベルを貼ってください） 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 今後のモデル（記載予定をそのまま転記もしくはラベルを貼ってください） 
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Ⅶ、廃棄物の処理は、どうしていますか 
荒茶加工に伴い発生する廃棄物の処理方法を明記してください。 

資源として使用できるもの 

 

 

 

 

一般廃棄物 

 

 

 

 

プラスチック類 

 

 

 

 

 


